







その他のタイトル A Study on Affixial Usages of Kanji (3) :




加 鰍 千恵子  














なると，VNとしては使えなくなる。   
ただこれらの漢字の接辞的用法の例は，下のようにNにつけて使われるもの  
が圧倒的に多い〈2）。   
諸＜●＋VN＞＝ 革注意 軍報告 革表現  
→N  
＜●＋AJN＞：諸困難  
→N   
加 納 千恵子   
＜●＋N＞：諸問題 諸費用 諸民族 諸機関 諸事情 諸大名  
諸外国 諸項目 諸方面 諸条件 諸物価  
（諸国 語鳥 諸事 諸説 諸相 諸氏 諸派）  
全＜●＋VN＞：全調査 全説明  
－－－→N  
＜○＋N＞：全世界 全人炉 全行程 全紡果 全人口 全財産  
全勢力 全市民 全議員 全生涯 全日本  
????????????????????? ??????
（全国 全軍  
全店 全館  
＜⑳＋Ⅴ＞：（全滅 全廃  
したがって，これらの漢字のN化機能ほきわめて弱いといわなけれはなるま  
い。また，上の＜●＋Ⅴ＞の2字語に見られるように，「全」はかつてⅤにつ  
いて「全滅」「全廃」「二全焼」などのVNを造語Lてきたと思われ 肯くはVN  
化機鰭を持っていたともいえるかもしれない。   
ここで，「全」と似た意味で使われる「総」についても見てみよう。   
総＜◎＋VN＞：墜生産墜動員 壁選挙 墜攻撃墜辞職墜点検  
総決算 総指揮  
＜⑳＋N＞：総収入 総支出 総所得 総人口 総監督 総重量  
総大将 総工費 総予算  








































率＜VN＋●＞：欠勤墾 出生墜 死亡整 防御至投票至発病堅  
－－→N  拡大率 縮小率 視聴率 就業率 結婿率 課税率  
成功率 上昇率 低下率 増加率 減少率 命中率   
加 納 千恵子  
くN＋●＞：円周率 関税率 弾性率  
（税率 利率 倍率）  
＜V＋○＞：（比率 打率 効率 能率 勝率 伸び率 縮み率）   
→N   
「率」はVNについてN化する例が多いので，N化撥能をもつといってよい  
だろう。また，上の例のように，ⅤをN化してできたと思われる2字語もある  
ので，3．＜その他＋●＞に入れることもできよう（．   
一方，「式」にはFのように，①儀式，②数式や化学式のような formula，  
③方式・やり方といった3つの意味があり，①と②の意味の「式」ほ自立性が  
高い。したがって，⑨の意味が最も形式的で，N化機能と呼ぶにふさわしいと  
思われるが，③の意味でN化する造語例はそれはど多くない。   
式＜VN＋●＞：①入学茎卒業茎告別量的業茎終業垂表彰塁  
→N  閉会式 閉会式 結婚式 即位式 授与式 宣誓式  
落成式 就任式 起工式 進水式 洗礼式  
－－－◆N＊  ③回転式 移動式 多発式 組立式  
＜N＋●＞：①成人式 金婚式 銀婚式  
②化学式 方程式 分列式 多項式  
③日本式 西洋式 山本式 ヘボン式 イオニア式  
（仏式 神式 和式 洋式）  
＜N＊＋●＞：③手動式 電動式 自動式 水冷式 空冷式  
・・・・・・→N＊  
＜AJ＋●＞：③（新重 苦塁 旧墨 正室 軟茎 硬垂 単塁  



















管理面 運用面 生活面  
安全垂   
物質面 精神面 社会面 経済面 政治面 技術面  
軍事垂  
国際面   
として考えたいとした。  
として，「両」「度」「用」   
面 くVN＋●＞：  











度 くVN＋●＞：  






加速度 安定度 倣斜度 溶解度 感光度 緊張度  
熟成度 達成度 完成度 集積度  
精密度 高速度 透明度 重要度 危険度 困難庶  
芸術匿 （光度 角度）  
知名度   
加 納 千蕾子  
＜Ⅴ＋○＞：（進度 震度）  
－－→N  
＜AJ＋●＞：（高度 硬度 明度 速度 深度 強度 温度 湿度   













作業用 外出用 輸出用 輸入用 防火用 接客用  
返信用 授業用 会議用 検討用 その他多数  
工業用 農業用 自家用 男性用 女性用 教師用  
家庭用 紳士用 婦人用 産業用 その他多数  
（日用 客用）  













詞につくことができるという点では「度」であろう。「用」ほ接辞としての造   














結合の型  例  統合語の意味  
1．＜VN＋●＞：②生産性・発展性・安定性  ～的デ7ルコト  
ー→N  連続性・断続性・狂信性  
依存堕   
加 納 千恵子  




一－→N＊ ①多発堕・放射堕・伝染壁 ～スル性質ガアルコト  
爆発性・潜伏性・流行性  
移動堕  
2．＜AJN十◎＞：②可能性・多様性・妥当性  ～デアルコト  




3．＜ADN十●＞：②絶対性・日常性・将来性 ～（的）デアルコト  
ーー→N  





問期性・法則性・階級性   
5．＜N＋◎＞：①動物性・植物性・大陸性 ～ノ性質ガアルコト  





6．＜N寧＋●＞：①水溶性・不溶性・不燃性  ※～ノ性質ガアルコト  





夜行墜   
7．＜N’＋●＞：②国際性・民主性・保守性  ～的デアルコト  


















a．高さ 重さ 長さ 大きさ 美しさ 豊かさ 便利さ etc．  
b．重大さ  柔軟さ  深刻さ  豪華さ  単純さ  役雑さ  
重大性  柔軟性 ×深刻性 ×豪華性 ×単純性  複雑性  
C． スマートさ ユニrクさ ソフトさ ルーズさ  
中には「可確」のように「さ」はつけられないAJNもあるが，造語力とい  
う点では「さ」のはうが優っているといえよう。   
加 納 千恵子   
＜表2：「性」の接辞的用法分布表＞   
＜表1＞と同じように，「性」の造語例の数と分布をみると，上の＜蓑2＞  
のようになる。   
N以外の語基につく例の数の多さを見ても，つく語基の品詞の多様性を見て  
も，「性」のボ，詞転換機能が少なくともほかのN化般能をもつ寸莫字より強いこ  
とは明かである。また，①の意味の場合はN＊化機能をもつといえよう。   
さらに「性」にほ，「ショウ」と読む造語例もある。  
＜VN＋●＞：心配性 苦労性  
＜Ⅴ＋◎＞：冷え性 荒れ性 あがり性 懲り性 のぼせ性   
＜AJN＋⑳＞：貧乏性 過敏性  












ないのである。   
漢字の接辞的用法に関する一考察（3）   
4．おわ り に  
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